
LIBRARY
INFORMATION

ゆっくり本を楽しむ

「ドラえもん探求ワール
ド　自然の驚異と防災」
藤子・F・不二雄（著）

「防災ハンドメイド」
辻　直美　著

今月のおススメ
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12 月 図書館カレンダー

◎�お話会は、新型コロナウイル
ス感染症の影響により中止と
なる場合があります。問 図書館 ☎ 029-897-0647

図書館ホームページでは、利用案内や図書
検索など図書館の情報を掲載しています▶

■休館日：�月曜日（㊗の場合は翌日）、図書整理日、特別整理期間、年末年始
◎お話会：�12 月 10 日土午前 10時 30 分から
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　投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集します。12 月 2 日金までに秘書広報課（〒 315-8512 上土田 461）へお願いします。
※�応募多数の場合は掲載されない場合があります。また、【 電 話 番 号 】【 漢字にはふりがな】の記載をお願いします。

広報かすみがうら　令和 4年 11月 20 日 広報かすみがうら　令和 4年 11月 20 日

ドラえもん探求ワールド　自然の脅威
と防災
　各地で地震や台風、猛暑など毎年の
ように自然災害に見舞われている日
本。だからこそ、災害と闘ってきた先
人の知恵や自然災害の仕組みを知って
おきましょう。最新防災技術の紹介を
はじめ、災害が起こる前にできる対策
や災害時に身を守る行動、避難時に役
立つアイデアなど、防災知識も豊富に
掲載されています。
ドラえもんのマンガを
楽しみながら、自然の脅威
と防災について学べる一
冊です。

防災ハンドメイド
日常生活の中で、災害に備えた準備
をしておくことが大切です。家にある
ものを材料に、災害時に役立つグッズ
を作ることができます。牛乳パックス
プーンや、折るだけでできる新聞靴、
ウォーター枕、透明のビニール袋で火
を起こす方法、ばんそうこうの節約テ
クニックなど、災害時に役立つ便利な
工作などを紹介しています。
「楽しく作れる」、「材料
が手軽」、「災害時の知識
が身につく」をポイントに
まとめられた一冊です。

秋も一段と深まり、各地で紅葉が見ごろを迎えています。
11 月には、5日が「津波防災の日」、9日が「119 番の日」、9日から 15 日ま

でが「秋の全国火災予防運動」と、くらしの安全について見つめ直す機会が多く
あります。今月は、「防災」関連の本をご紹介します。もしもの時に備えて、本
の中から自分だけの「救急箱」を用意してみてはいかがでしょうか。

小学館 KADOKAWA

広報かすみがうら　令和 4年 11月 20 日

　佐谷氏は、常
ひ た ち へ い し

陸平氏の流れをくむ一族で、正
しょうげん

元
元年（1259）には佐

さ や

谷実
さねもと

幹が佐谷郷（本郷、永井、
大志戸、上佐谷、中佐谷、下佐谷、雪入、大峰、山
本、今泉、小山崎、沢辺）の地頭職となり、周辺を
治めました。中佐谷の笠松城は、その頃に築城され
たものと考えられています。笠松城跡（市指定文化
財）は、南東に突き出した丘陵の突端に立地し、南
に天の川、北東に雪入川が流れ、城の南東端で合流
する、防御に適した場所となっています。本丸跡に
は、現在でも土塁が一部残されており、当時の状況
をうかがい知ることができます。
14 世紀頃には小田氏からの侵攻により佐谷郷の

うち本郷、永井、大志戸、今泉、小山崎、沢辺を失
い、勢力が大幅に減衰したようです。その後の佐谷

氏の動向については明らかではありません。
かつて、佐谷氏の菩提寺として笠松城の南西 400

ｍの台地上に普門寺という寺院がありました。明治
時代初期に廃寺となりましたが、この際にいくつか
の五

ごりんとう

輪塔が中佐谷字十王堂に移されました。このう
ちの１基に「大堟地経院　天道立石工□※」「□左
衛門尉　天文九年二月□□」という銘文があります。
この五輪塔は、佐谷郷に住んだ佐谷氏の一族により、
祖先の佐谷左

さえもんのじょう

衛門尉（実幹）の供養のために天
てんぶん

文９
年 (1540) に建立されたものと考えられています。
佐谷氏に関する貴重な歴史遺産として、市指定文化
財となっています。
歴史博物館では、佐谷氏の歴史を広く紹介するた

め、新たに笠松城の御城印を作成しました。市を代
表する挿絵画家・伊藤幾久造の歴史
画がデザインされたオリジナルの御
城印帳も大変好評です。お城へ行く
ときにぜひ一冊持ち歩き、お城巡り
を楽しみましょう。
問 歴史博物館 ☎ 029-896-0017
※□は、判読不能な文字を表しています。

佐谷氏と歴史遺産

一緒にスポーツやってみませんか ?

スポーツ鬼ごっこ（通称：スポ鬼）とは？

総合型地域スポーツクラブに参加しませんか

　スポーツ鬼ごっこは、昔からある遊びの鬼ごっこ
をベースに、今の時代に合わせて新しく開発されま
した。イメージとしては「鬼ごっこ」と「宝とりごっ
こ」を合わせたようなスポーツで、年齢や性別に関
係なく楽しむことができ
ます。ルールも簡単で、
道具も必要ありません。
コートでプレイできるの
は 1 チーム 7 人までで、

問 スポーツ振興課  ☎ 029-898-9907KSCなかよしクラブ　スポーツ鬼ごっこの紹介今月のテーマ

　地域住民によって運営され、さまざ
まなスポーツ体験などを実施している
クラブが、市内に 2団体あります。
・KSCなかよしクラブ　　 ☎ 090-2417-8502（大和）
・KSCエンジョイスポーツ ☎ 090-2420-7846（高田）
※�体験料金や会費、実施種目などの詳細は、お問い合
わせいただくか、ホームページをご覧ください。

守備と攻撃に分かれ、制限時間内に相手チームより
も多くトレジャー（宝）をハント（獲得）したチー
ムが勝ちです。シンプルですが、守備と攻撃の作戦
を練ったりする奥深さもあります。

　クラブでは、スポーツ鬼ごっこ協会が掲げる「リ
スペクトの心」を大切にしています。そのため、私
たちは、活動を通して仲間の大切さや思いやりと感
謝の心を忘れず、心身共に育まれることを目的とし
ています。
　「子どもも大人も一緒に！楽しむチーム」をモッ
トーに、未就学児から
大人まで、幅広い年齢
の会員が楽しく活動し
ています。一緒にスポー
ツ鬼ごっこをやってみ
ませんか？ご参加をお
待ちしています。

笠松城跡の遠景

「リスペクトの心」を持って楽しみましょう
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